
木
　
下
　
順

二
　
と
　
中
　
国

中
国
側
か
ら
の
評
価

康
　
　
　
　
小

青

　
ず
っ
と
昔
の
こ
と
で
た
ぶ
ん
子
供
の
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
う
。
い
っ
、
ど
こ
で
、

だ
れ
と
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
た
の
か
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
劇
名

も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
に
、
あ
の
場
面
、
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
て
歌
っ
て
い
る

つ
う
の
姿
、
障
子
に
映
っ
て
い
る
布
を
織
る
鶴
の
影
・
…
－
い
ま
で
も
強
く
記
憶

に
残
っ
て
い
る
。
自
分
で
も
不
思
議
だ
と
思
う
。
何
か
縁
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
留
学
し
、
木
下
順
二
の
作
品
を
読
ん
で
一
千
回
ほ
ど
上
演
さ
れ
た
作
者

の
代
表
作
「
夕
鶴
」
と
わ
か
っ
た
。
も
う
一
度
あ
の
不
思
議
な
魅
力
に
感
動
さ

せ
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
。

　
勉
強
す
る
う
ち
に
木
下
順
二
と
中
国
の
関
係
に
っ
い
て
だ
ん
だ
ん
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
三
十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
中
国
に
好
意
を
持
っ
て
中
国

の
い
ろ
い
ろ
の
分
野
に
関
心
を
持
ち
、
い
ま
ま
で
、
四
度
訪
中
さ
れ
て
、
中
国

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
文
章
を
書
い
た
。
ま
た
中
国
の
京
劇
「
除
三
害
」
を
素

材
に
し
て
新
劇
を
作
り
、
中
国
の
民
問
叙
事
詩
「
阿
詩
璃
」
を
素
材
に
し
て
放

　
　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

送
劇
を
作
っ
た
。

　
木
下
順
二
の
よ
う
に
日
中
文
化
交
流
に
大
い
に
貢
献
し
た
劇
作
家
は
珍
し
い

と
思
っ
て
非
常
に
敬
服
し
て
い
る
。

　
木
下
順
二
は
中
国
、
中
国
演
劇
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
文
章
を
書
い
た
が
、

中
国
人
は
木
下
順
二
と
木
下
順
二
の
作
品
に
つ
い
て
ど
う
見
て
い
る
の
か
、
い

ま
ま
で
紹
介
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
国
際
文
化
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
今
で
は
ぜ
ひ
一
度
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
こ
の
前
に
、
ま
ず
木
下
順
二
の
四
度
の
訪
中
に
つ
い
て
調
査
を
報
告
す
る
。

　
一
回
目
の
訪
中

　
一
九
五
五
年
四
月
、
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
（
ニ
ュ
ｉ
デ
リ
↓
に
、
六
月
、
世
界

平
和
会
議
（
ヘ
ル
シ
ン
キ
）
に
出
席
し
、
そ
の
問
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
中
国
、
ソ
連
、
北
朝
鮮
を
歴
訪
し
、
十
月
帰
国
。
訪
中
は
夏

か
ら
秋
へ
の
あ
い
だ
で
中
国
の
当
時
の
新
聞
と
雑
誌
を
調
べ
た
が
木
下
順
二
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

関
す
る
報
道
と
記
事
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
二
回
目
の
訪
中

　
一
九
六
〇
年
九
月
「
夕
鶴
」
を
含
む
訪
中
日
本
新
劇
団
の
文
芸
顧
問
と
し
て

中
国
を
訪
問
し
、
十
一
月
帰
国
。

　
日
本
新
劇
団
の
主
な
活
動
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
九
六
〇
年
九
月
十
六
日
　
北
京
に
着
く

　
一
九
六
〇
年
十
月
九
日
　
北
京
か
ら
武
漢
へ

　
一
九
六
〇
年
十
月
十
六
日
　
武
漢
か
ら
上
海
へ

　
一
九
六
〇
年
十
月
二
十
八
日
　
上
海
か
ら
広
州
へ

　
一
九
六
〇
年
十
一
月
七
日
　
広
州
か
ら
帰
国

　
北
京
で
の
主
な
上
演
活
動
と
交
流
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
地
方
の
上

演
と
交
流
は
北
京
の
新
聞
に
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
）

　
九
月
十
七
日
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
と
中
国
戯
劇
家
協
会
は
北
京
飯
店

で
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
を
催
し
た
。

　
九
月
二
十
四
日
日
本
新
劇
団
の
中
国
公
演
の
初
日
は
民
話
劇
「
夕
鶴
」
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
「
安
保
阻
止
の
た
た
か
い
の
記
録
」
、
「
三
池
炭
鉱
」
「
沖
縄
」

が
上
演
さ
れ
た
。
陳
毅
副
総
理
、
郭
沫
若
、
陳
叔
通
、
餐
福
鼎
副
委
員
長
（
人

民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
長
）
初
日
の
上
演
を
観
賞
し
た
。

　
九
月
二
十
六
日
、
周
恩
来
総
理
は
首
都
劇
場
で
新
劇
「
死
海
」
を
観
賞
し
た
。

休
憩
の
時
間
に
、
日
本
新
劇
団
の
団
長
、
村
山
知
義
、
副
団
長
、
千
田
是
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

杉
村
春
子
、
文
芸
顧
問
、
木
下
順
二
、
尾
崎
宏
次
、
戌
井
市
郎
と
会
見
し
た
。

　
九
月
二
十
七
日
、
中
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長
、
郭
沫
若
は

首
都
劇
場
で
新
劇
「
女
の
一
生
」
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
「
安
保
阻
止
の
た
た

か
い
の
記
録
」
を
観
賞
し
た
。

　
十
月
七
日
、
北
京
の
芸
能
界
と
日
本
新
劇
団
と
は
新
僑
飯
店
で
交
歓
会
を
催

し
た
。

　
っ
ぎ
は
「
中
国
戯
劇
報
」
記
者
の
日
本
訪
中
新
劇
団
に
っ
い
て
の
記
事
を
紹

介
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
日
中
両
国
戯
劇
家
の
戦
闘
友
誼
は
万
古
長
青
」

　
日
本
新
劇
団
は
団
長
、
村
山
知
義
を
は
じ
め
、
副
団
長
、
千
田
是
也
、
滝
沢

修
、
山
本
安
英
、
杉
村
春
子
を
含
め
て
、
全
部
で
七
十
一
名
で
あ
る
。
日
本
新

劇
団
は
日
本
人
民
の
中
国
人
民
に
対
す
る
友
情
を
た
ず
さ
え
て
、
中
国
人
民
の

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。

　
日
本
新
劇
団
は
文
学
座
、
俳
優
座
、
劇
団
民
芸
、
ぶ
ど
う
の
会
、
東
京
芸
術

座
、
五
つ
の
芸
団
で
結
成
し
た
新
劇
団
で
あ
る
。
団
長
、
副
団
長
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
日
本
新
劇
界
の
著
名
人
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
松
尾
哲
次
、
岸
輝
子
、

木
下
順
二
、
尾
崎
宏
次
、
戌
井
市
郎
な
ど
、
日
本
の
有
名
な
劇
作
家
、
演
出
家
、

俳
優
ば
か
り
で
、
ほ
と
ん
ど
日
本
新
劇
界
に
お
け
る
芸
術
造
詣
が
深
い
、
広
く

知
ら
れ
て
い
る
芸
術
家
で
あ
る
。

　
日
本
新
劇
団
は
北
京
に
着
く
と
中
国
人
民
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
。
彼
ら



が
汽
車
を
降
り
る
と
北
京
文
化
芸
術
界
は
駅
で
簡
単
で
は
あ
る
が
、
盛
大
な
歓

迎
式
を
行
な
っ
た
。
こ
の
歓
迎
式
に
出
席
し
た
中
国
側
の
人
々
は
中
国
人
民
対

外
文
化
協
会
副
会
長
丁
西
林
、
夏
桁
、
中
国
戯
劇
家
協
会
主
席
田
漢
、
副
主
席

欧
陽
予
情
、
梅
蘭
芳
、
文
化
芸
術
界
の
有
名
人
、
周
而
夏
、
許
広
平
一
魯
迅
夫

人
一
、
馬
彦
祥
、
馬
少
波
、
呉
雪
、
陳
其
通
、
李
伯
釧
、
呂
駿
、
欧
陽
山
尊
、

任
虹
、
金
山
及
び
北
京
各
劇
団
の
俳
優
、
ス
タ
ッ
フ
全
部
で
三
千
人
ぐ
ら
い
で

あ
る
。

　
北
京
駅
か
ら
新
劇
団
の
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
、
新
僑
飯
店
ま
で
の
道
路
の
両
側

に
歓
迎
の
人
々
は
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

　
日
本
新
劇
は
五
十
四
年
の
歴
史
一
一
九
〇
六
年
－
一
九
六
〇
一
を
持
っ
て
い

る
。
今
度
の
海
外
初
公
演
の
演
目
は
、
新
劇
の
ほ
う
が
、
「
夕
鶴
」
、
「
死
海
」
、

「
女
の
一
生
」
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
ほ
う
が
、
「
安
保
阻
止
の
た
た
か
い
の

記
録
」
、
「
三
池
炭
鉱
」
、
「
沖
縄
」
で
あ
る
。

　
日
本
新
劇
団
は
北
京
に
着
い
た
後
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
、
中
国
戯
劇

家
協
会
主
催
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
し
た
。
日
本
の
芸
術
家
た
ち
は
北
京
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滞
在
中
、
中
央
戯
曲
学
院
、
中
国
戯
曲
学
院
を
見
学
し
、
中
国
の
新
劇
「
紅
色

風
暴
」
、
「
星
火
僚
原
」
、
「
万
水
千
山
」
、
「
降
龍
伏
虎
」
、
「
文
成
公
主
」
、
京
劇

「
楊
門
女
将
」
、
バ
レ
ェ
「
白
鳥
の
湖
」
、
昆
劇
「
林
沖
夜
奔
」
な
ど
を
観
賞
し

た
。
彼
ら
は
ま
た
北
京
で
芸
能
界
の
人
々
と
広
く
接
し
て
、
六
回
座
談
会
を
ひ

ら
い
た
。
十
月
七
日
日
本
新
劇
団
と
北
京
の
芸
能
界
と
は
盛
大
な
交
歓
会
を
催

　
　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

し
た
。

　
日
本
新
劇
団
は
九
月
二
十
四
日
、
北
京
の
首
都
劇
場
で
、
開
幕
式
を
ひ
ら
き
、

初
日
を
迎
え
、
北
京
で
合
計
六
回
上
演
を
行
な
っ
た
。
毎
回
と
も
大
入
り
満
員

と
な
っ
た
。
日
本
新
劇
団
は
十
月
九
日
北
京
を
た
っ
て
武
漢
、
上
海
、
広
州
へ

行
っ
て
上
演
し
つ
づ
け
る
。

　
三
回
目
の
訪
中

　
一
九
六
三
年
七
・
八
月
、
訪
中
作
家
代
表
団
団
長
と
し
て
中
国
を
訪
問
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
六
旦
二
十
日

　
中
国
作
家
協
会
の
招
き
で
、
木
下
順
二
を
団
長
役
と
す
る
日
本
作
家
代
表
団

は
今
日
北
京
に
到
着
し
た
。
代
表
団
団
員
は
大
原
福
枝
、
三
宅
艶
子
、
城
山
三

郎
と
佐
藤
純
子
で
、
一
行
五
名
で
あ
る
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
二
日

　
中
国
作
家
協
会
主
席
茅
盾
は
今
晩
木
下
順
二
を
団
長
と
す
る
日
本
作
家
代
表

団
を
歓
迎
す
る
た
め
に
、
宴
会
を
催
し
た
。
中
国
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
団
結
委

員
会
主
席
摩
承
志
及
び
北
京
文
化
芸
術
界
の
有
名
人
、
夏
桁
、
老
舎
、
部
茎
麟
、

趨
樹
理
、
曹
禺
、
謝
休
心
、
文
売
、
厳
文
井
、
陳
白
小
土
、
楊
朔
、
林
林
等
、
こ

の
宴
会
に
出
席
し
た
。

　
西
園
寺
公
一
と
日
中
文
化
交
流
協
会
事
務
局
長
白
土
吾
夫
も
宴
会
に
出
席
し

た
。　

宴
会
の
前
、
茅
盾
は
日
本
作
家
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
及
び
白
土
吾
夫
と
会
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



木
下
順
二
と
中
国

し
た
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
四
日

　
周
恩
来
総
理
は
今
晩
、
木
下
順
二
を
団
長
と
す
る
日
本
作
家
代
表
団
の
メ
ン

バ
ー
と
会
見
し
、
彼
ら
と
な
ご
や
か
に
会
談
し
た
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
六
日

　
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
長
、
郭
沫
若
は
今
日
木
下
順
二
を
団
長
と

す
る
日
本
作
家
代
表
団
と
会
見
し
、
彼
ら
と
な
ご
や
か
に
会
談
し
た
。

　
接
見
に
同
席
し
た
作
家
は
厳
文
井
、
陳
白
釧
、
韓
壮
屏
で
あ
る
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
十
一
日

　
中
国
人
民
対
外
文
化
協
会
会
長
楚
図
南
、
中
国
作
家
協
会
主
席
茅
盾
は
今
晩
、

木
下
順
二
を
団
長
と
す
る
日
本
作
家
代
表
団
を
歓
迎
す
る
た
め
に
パ
ー
テ
ィ
を

催
し
た
。

　
中
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
主
席
郭
沫
若
、
中
国
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
団
結
委

員
会
主
席
摩
承
志
及
び
中
国
文
化
界
の
有
名
人
、
作
家
、
夏
術
、
陽
翰
笙
、
張

致
祥
、
老
舎
、
部
茎
麟
、
謝
汰
心
、
曹
萬
、
趨
樹
理
、
厳
文
井
、
陳
白
釧
等
も

パ
ー
テ
ィ
に
出
席
し
た
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
十
二
日

　
木
下
順
二
を
団
長
と
す
る
日
本
作
家
代
表
団
は
今
日
、
劇
作
家
陳
白
釧
に
つ

き
そ
わ
れ
て
、
飛
行
機
で
北
京
を
た
っ
て
地
方
に
向
か
っ
た
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
木
下
順
二
を
団
長
と
す
る
日
本
作
家
代
表
団
は
劇
作
家
陳
白
釧
に
っ
き
そ
わ

れ
て
昨
日
汽
車
で
西
安
か
ら
上
海
に
着
い
た
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
三
年
七
月
二
十
二
日

　
日
本
作
家
代
表
団
は
上
海
に
滞
在
中
、
文
学
、
演
劇
、
映
画
界
の
熱
烈
な
歓

迎
と
あ
た
た
か
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
日
本
作
家
は
希
望
す
る
文
化
芸
術
界

の
人
と
面
会
し
た
。
そ
の
中
に
有
名
な
劇
作
家
、
監
督
、
俳
優
が
い
る
し
、
青

年
作
家
、
女
性
作
家
、
労
働
者
作
家
も
い
る
。
日
本
作
家
た
ち
は
、
別
々
に
、

彼
ら
の
家
庭
を
訪
問
し
て
、
ひ
ざ
っ
き
あ
わ
せ
て
腹
蔵
の
な
い
話
を
し
た
。
日

本
の
作
家
た
ち
は
中
国
作
家
の
創
作
、
生
活
、
仕
事
に
大
き
な
関
心
を
も
っ
て

い
る
。
日
本
作
家
代
表
団
は
上
海
に
滞
在
中
、
魯
迅
の
墓
参
り
を
し
て
、
魯
迅

記
念
館
を
見
学
し
た
。
ま
た
工
業
展
覧
会
、
少
年
宮
を
見
学
し
、
新
劇
「
ネ
オ

ン
の
下
の
哨
兵
」
、
「
若
い
世
代
」
と
越
劇
「
争
児
記
」
を
観
賞
し
た
。

　
四
回
目
の
訪
中

　
一
九
八
四
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で
、
木
下
順
二
を
団
長
と

す
る
日
本
文
化
界
代
表
団
は
中
国
文
化
部
、
中
国
芸
術
研
究
院
の
招
き
に
よ
り

中
国
を
訪
問
し
た
。
代
表
団
一
行
は
北
京
、
ウ
ル
ム
チ
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
南
京
、

上
海
を
訪
れ
、
滞
在
中
中
国
の
文
化
各
界
と
広
く
交
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
友
好
を
深
め
た
。
日
本
文
化
界
代
表
団
の
訪
中
は
、
日
中
文
化
交
流
協
会
と

中
国
芸
術
研
究
院
と
の
協
議
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
中
国
芸
術
研
究
院
は
ど
う
い
う
研
究
機
関
で
あ
る
か
。



　
中
国
芸
術
研
究
院
は
、
中
国
文
化
部
の
管
轄
下
に
あ
り
、
一
九
七
八
年
文
化

部
文
学
芸
術
研
究
院
と
し
て
発
足
、
一
九
八
○
年
十
一
月
に
中
里
云
術
研
究
院

と
改
め
ら
れ
た
。
同
研
究
院
は
、
中
国
お
よ
び
諸
外
国
の
文
学
、
芸
術
の
歴
史

と
現
状
を
研
究
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
そ
の
傘
下
に
、
伝
統
演
劇
、
新
劇
、

音
楽
、
美
術
、
映
画
、
舞
踊
、
「
紅
楼
夢
」
、
外
国
文
芸
な
ど
の
研
究
所
が
あ
り
、

研
究
員
は
約
五
百
人
を
擁
し
て
い
る
。

　
っ
ぎ
は
中
国
芸
術
研
究
院
が
行
っ
た
日
本
文
化
界
代
表
団
の
訪
中
に
っ
い
て

の
総
括
報
告
を
紹
介
す
る

　
　
総
括
報
告
二
部
省
略
一

　
日
本
の
著
名
な
作
家
木
下
順
二
を
団
長
と
す
る
日
本
文
化
界
代
表
団
一
行
八

名
は
中
国
芸
術
研
究
院
の
招
き
に
よ
り
、
一
九
八
四
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
十

一
月
六
日
ま
で
、
北
京
、
ウ
ル
ム
チ
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
南
京
、
上
海
を
訪
れ
た
。

　
日
本
文
化
界
代
表
団
は
日
本
演
劇
界
、
舞
踊
界
、
新
聞
界
、
教
育
界
等
の
人

士
で
結
成
し
た
。
中
里
云
術
研
究
院
は
代
表
団
の
具
体
的
な
要
求
に
よ
っ
て
、

細
か
く
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
っ
た
。

　
北
京
に
滞
在
中
、
文
化
部
長
助
理
劉
徳
有
と
対
外
友
好
協
会
副
会
長
林
林
は

代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
と
会
見
し
た
。
中
国
芸
術
研
究
院
新
劇
研
究
所
と
中
国
戯

劇
家
協
会
は
歓
迎
会
を
催
し
た
。
日
本
文
化
界
代
表
団
は
北
京
人
民
芸
術
劇
院
、

中
国
作
家
協
会
、
中
華
書
局
、
中
国
戯
曲
学
院
、
放
送
局
を
訪
れ
、
万
里
の
長

城
、
明
の
士
二
陵
、
北
海
公
園
、
故
宮
博
物
院
、
確
和
宮
な
ど
を
見
物
し
、
東

　
　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

方
歌
舞
団
の
歌
舞
と
新
劇
「
紅
白
喜
事
」
を
観
賞
し
た
。

　
代
表
団
は
新
彊
に
滞
在
中
、
ウ
ル
ム
チ
と
ト
ル
フ
ァ
ン
の
博
物
館
と
新
彊
民

族
展
覧
館
を
見
学
し
、
蘇
公
塔
、
麦
積
提
清
真
寺
、
阿
斯
塔
那
古
墓
、
交
河
故

城
、
高
昌
故
城
と
火
烙
山
を
見
物
し
、
地
方
歌
舞
を
観
賞
し
、
ウ
ィ
グ
ル
族
の

農
民
の
家
を
も
訪
ね
た
。

　
代
表
団
は
南
京
に
滞
在
中
、
南
京
長
江
大
橋
、
梅
園
新
村
、
中
山
陵
、
国
民

党
政
府
の
大
統
領
官
邸
を
見
物
し
、
江
蘇
省
昆
劇
院
を
訪
れ
、
昆
劇
「
朱
買
臣

休
妻
」
を
観
賞
し
た
。

　
代
表
団
は
上
海
に
滞
在
中
、
魯
迅
故
居
、
魯
迅
墓
、
内
山
書
店
旧
跡
を
見
学

し
、
玉
佛
寺
と
豫
園
を
見
物
し
、
対
外
友
好
協
会
上
海
分
会
と
上
海
人
民
芸
術

劇
院
を
訪
れ
、
新
劇
「
光
緒
政
変
記
」
を
観
賞
し
た
。

　
木
下
順
二
団
長
は
中
国
芸
術
研
究
院
の
歓
迎
宴
会
で
っ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
日
中
両
国
の
文
化
交
流
の
歴
史
は
非
常
に
長
い
。
私
た
ち
は
歴
史
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
中
友
好
は
政
府
問
の
訪
問
が
必
要
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
両
国
文
化
界
の
学
び
あ
い
と
友
好
交
流
は
よ
り
一
層
両
国
友
好
の
重
要

な
支
柱
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
日
中
文
化
界
の
深
い
、
本
質
的
な
交
流

を
強
め
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
」

　
木
下
順
二
は
四
度
の
訪
中
を
通
じ
て
日
本
と
中
国
文
化
界
と
芸
術
界
の
交
流

に
い
ろ
い
ろ
の
有
益
な
仕
事
を
し
て
大
い
に
貢
献
し
た
。

　
一
九
六
〇
年
の
日
本
新
劇
団
の
訪
中
公
演
は
中
国
で
好
評
で
あ
っ
た
。
っ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

は
中
国
の
有
名
な
劇
作
家
、
劇
評
論
家
の
文
章
の
木
下
順
二
の
「
夕
鶴
」
に
関

す
る
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。

　
中
国
の
有
名
な
劇
作
家
、
評
論
家
田
漢
は
「
日
本
新
劇
団
の
訪
中
公
演
を
歓

　
　
＠

迎
す
る
」
と
い
う
文
章
で
木
下
順
二
の
「
夕
鶴
」
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

　
「
夕
鶴
」
は
訪
中
公
演
の
幕
を
あ
け
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
上
演
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
劇
は
木
下
順
二
が
昔
話
を
素
材
に
し
て
作
っ
た
劇
で
彼
の
名

を
成
す
作
品
で
あ
る
。
山
本
安
英
は
十
二
年
前
か
ら
彼
女
の
す
ぐ
れ
た
演
技
で
、

美
し
い
、
純
真
な
っ
う
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
た
。
惣
ど
と
運
ず
は
つ
う
と

与
ひ
ょ
う
の
幸
せ
な
生
活
を
壊
そ
う
と
い
う
た
く
ら
み
を
も
っ
て
い
る
。
つ
う

は
こ
れ
に
対
し
て
、
非
常
に
憤
り
恨
む
。
与
ひ
ょ
う
は
突
然
、
冷
酷
に
な
り
、

つ
う
へ
の
思
い
や
り
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
う
は
こ
れ
に
対
し
て
、
非
常

に
失
望
し
て
、
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
。
近
所
の
子
供
た
ち
が
彼
女
を
囲
ん
で
歌

う
こ
と
さ
え
、
彼
女
の
憂
い
悩
み
を
発
散
で
き
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
彼
女

は
夫
の
寝
顔
を
見
る
と
思
い
き
っ
て
自
分
の
羽
を
使
っ
て
、
与
ひ
ょ
う
の
要
求

に
応
え
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
場
面
で
は
、
山
本
安
英
の
演
技
は
真
に
迫
り
、

人
を
感
動
さ
せ
る
。
与
ひ
ょ
う
の
役
を
演
ず
る
桑
山
正
一
氏
は
利
己
的
な
、
愚

か
な
農
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
若
い
農
民
の
民

衆
な
り
の
純
粋
さ
を
失
わ
せ
な
い
。
与
ひ
ょ
う
が
こ
の
劇
に
お
い
て
、
批
判
の

対
象
に
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
益
の
み
を
追
求
す
る
商
人
と
は
違
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

で
あ
る
。
彼
は
最
後
に
「
つ
う
…
…
つ
う
…
…
」
と
叫
ん
で
、
布
を
し
っ
か
り

掴
ん
だ
ま
ま
、
空
へ
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
鶴
を
見
る
。
彼
は
結
局
、
つ
う
の

血
と
涙
で
織
っ
た
布
を
惣
ど
と
運
ず
の
利
益
を
貧
る
商
品
に
し
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
皆
、
純
真
な
、
恩
返
し
に
き
た
鶴
に
同
情
す
る
。
つ
う
の

「
お
金
、
お
金
、
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
に
ほ
し
い
の
か
し
ら
…
…
」
と
い
う
セ

リ
フ
は
非
常
に
印
象
的
で
あ
る
。
金
は
私
有
制
度
の
社
会
で
、
ど
ん
な
役
割
を

し
て
い
る
か
。
つ
う
は
わ
か
ら
な
い
が
、
た
だ
単
純
な
愛
の
幻
想
を
持
っ
て
い

る
。
こ
れ
こ
そ
が
彼
女
の
悲
劇
的
結
末
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
つ
う
は
子
供
た
ち
の
単
純
な
心
を
非
常
に
信
じ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は

（
声
を
そ
ろ
え
て
、
う
た
う
よ
う
に
）
「
お
ば
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
う
た
唄
う
て
け

れ
。
お
ば
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
遊
ん
で
け
れ
。
お
ば
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
う
た

唄
う
て
け
れ
。
…
…
」
子
供
た
ち
の
心
暖
か
い
呼
び
声
が
い
っ
ま
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
だ
か
ら
、
彼
女
は
人
類
の
未
来
に
希
望
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
一
子
供
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

ち
の
役
は
牛
込
安
子
以
外
、
全
部
北
京
舞
踏
学
校
の
生
徒
た
ち
で
、
は
や
く
日
本
の
歌
と

簡
単
な
セ
リ
フ
を
お
ぽ
え
、
主
役
の
俳
優
の
感
情
交
流
も
よ
く
で
き
て
、
た
い
し
た
こ
と

で
あ
る
。
）

　
ま
た
田
漢
は
雑
誌
「
文
芸
報
」
で
「
日
本
訪
中
新
劇
団
を
歓
迎
す
る
」
を
題

に
す
る
文
章
に
木
下
順
二
の
「
夕
鶴
」
の
結
末
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。



　
「
木
下
順
二
は
才
能
豊
か
な
、
主
に
民
話
を
素
材
に
し
て
劇
を
作
る
劇
作
家

で
あ
る
。
『
夕
鶴
』
を
観
賞
し
た
中
国
の
仲
間
た
ち
は
劇
の
最
後
に
暗
い
情
緒

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
作
者
の
生
活
す
る
環
境
を
考
え
る
と

作
者
の
最
後
の
あ
つ
か
い
は
教
育
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
演
劇
評
論
家
馬
少
波
は
「
日
本
人
民
の
明
る
い
未
来
を
祈
る
」
と
題
に
す
る

文
章
に
っ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
夕
鶴
」
は
昔
話
を
素
材
に
し
て
作
っ
た
劇
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
積
極
的
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
劇
は
金
銭
中
心
の
社
会
の
罪
を
批
判
す
る
。
だ
れ

が
こ
の
若
い
夫
婦
の
幸
せ
な
生
活
を
壊
し
た
の
か
、
ど
う
い
う
原
因
で
単
純
な

与
ひ
ょ
う
は
商
人
に
よ
う
に
か
わ
っ
た
の
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
醜
悪
な
貧

欲
で
あ
る
。
作
者
は
自
己
犠
牲
精
神
を
持
ち
、
美
し
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮

き
彫
り
に
し
た
。
つ
う
の
イ
メ
ー
ジ
は
貧
欲
な
商
人
と
私
利
私
欲
に
は
し
る
与

ひ
ょ
う
の
イ
メ
ー
ジ
と
明
ら
か
に
対
照
的
で
あ
る
。

　
つ
う
は
日
本
女
性
の
心
の
美
し
さ
を
集
中
的
に
表
現
す
る
。
？
つ
の
イ
メ
ー

ジ
は
現
実
に
も
存
在
す
る
し
、
昔
の
日
本
人
の
道
徳
と
理
想
の
化
身
で
も
あ
る
。

つ
う
は
与
ひ
ょ
う
を
愛
し
て
い
る
。
自
分
の
羽
ま
で
使
っ
て
布
を
織
る
。
こ
の

自
己
犠
牲
は
中
国
の
古
典
劇
「
白
蛇
伝
」
の
白
素
貞
が
夫
の
命
を
救
う
た
め
に
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
危
険
を
経
て
仙
草
を
盗
む
こ
と
と
同
じ
で
、
大
き
な

人
を
感
動
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
劇
の
も
っ
と
も
主
題
を
表
し
た
セ

リ
フ
は
つ
ぎ
の
段
落
で
引
用
さ
せ
て
も
ら
お
う
。

　
　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

　
　

つ
う
一
は
っ
と
気
が
つ
く
一
あ
の
人
ね
？
い
ま
の
あ
の
人
た
ち
ね
？
そ
う
、

　
　
　
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
。
あ
の
人
た
ち
が
あ
ん
た
を
だ
ん
だ
ん
向
う
へ

　
　
　
引
っ
ぱ
っ
て
行
っ
て
し
ま
う
…
…

与
ひ
ょ
う
　
お
い
…
…
つ
う
…
…

っ
う
　
一
う
っ
ろ
に
一
お
か
ね
…
…
お
か
ね
：
・
…
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
ほ
し

　
　
　
い
の
か
し
ら
…
…

与
ひ
ょ
う
　
そ
ら
、
金
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
え
え
も
ん
を
買
う
だ
。

つ
う
　
か
う
？
「
か
う
」
っ
て
な
に
？
い
い
も
ん
っ
て
な
に
？
あ
た
し
の

　
　
　
ほ
か
に
何
が
ほ
し
い
の
？
い
や
。
い
や
。
あ
た
し
の
ほ
か
に
は
な

　
　
　
ん
に
も
ほ
し
が
っ
ち
ゃ
い
や
。
お
か
ね
も
い
や
。
か
う
の
も
い
や
。

　
　
　
あ
た
し
だ
け
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
な
き
ゃ
い
や
。
そ
し
て
あ
ん

　
　
　
た
と
あ
た
し
と
ふ
た
り
だ
け
で
、
い
っ
ま
で
も
、
い
っ
ま
で
も
生

　
　
　
き
て
行
か
な
き
ゃ
い
や
。

与
ひ
ょ
う
　
布
を
織
れ
、
都
さ
行
く
だ
、
金
儲
け
て
く
る
だ
。

っ
う
ひ
ど
い
人
。
ひ
ど
い
人
。
何
て
こ
と
を
い
う
の
？
あ
ん
た
は
。

与
ひ
ょ
う
　
布
を
織
れ
。
織
ら
ん
と
、
お
ら
、
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。

っ
う
　
ね
え
、
ね
え
…
…
ね
え
…
…
一
与
ひ
ょ
う
の
肩
を
掴
ん
で
ゆ
す
ぶ

　
　
　
る
一
ほ
ん
と
？
、
ね
え
、
．
あ
ん
た
…
…
そ
れ
、
本
気
で
い
う

　
　
　
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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与
ひ
ょ
う
布
を
織
れ
。
す
ぐ
織
れ
。
今
度
は
前
の
二
枚
分
も
三
枚
分
も

　
　
　
　
　
の
金
で
売
っ
て
や
る
ち
ゅ
う
だ
。
何
百
両
だ
で
よ
う
。

　
　
つ
う
（
叫
ぶ
）
分
ら
な
い
。
あ
ん
た
の
い
う
こ
と
が
な
ん
に
も
分
ら
な

　
　
　
　
　
い
。
さ
き
の
人
た
ち
と
お
ん
な
じ
だ
わ
。
口
の
動
く
の
が
見
え
る

　
　
　
　
　
だ
け
。
声
が
聞
え
る
だ
け
。
だ
け
ど
何
を
い
っ
て
る
ん
だ
か
…
…

　
　
　
　
　
あ
あ
、
あ
ん
た
は
、
あ
ん
た
が
、
と
う
と
う
あ
ん
た
が
あ
の
人
た

　
　
　
　
　
ち
の
言
葉
、
あ
た
し
に
分
ら
な
い
世
界
の
言
葉
を
話
し
出
し
た

　
　
　
　
　
…
…
あ
あ
、
ど
う
し
よ
う
。
ど
う
し
よ
う
。
ど
う
し
よ
う
。

　
以
上
の
セ
リ
フ
は
非
常
に
象
徴
的
で
あ
る
。
思
想
矛
盾
と
劇
の
す
じ
を
一
歩

一
歩
展
開
さ
せ
て
、
最
高
潮
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

　
「
っ
う
、
気
が
っ
い
て
何
か
掛
け
て
や
る
。
　
　
じ
っ
と
寝
顔
を
見
っ
め
て

い
る
。

　
つ
と
立
っ
て
部
屋
の
隅
か
ら
布
の
袋
を
持
っ
て
来
る
。
　
　
中
味
を
手
の
ひ

ら
に
あ
け
る
。
ざ
ら
ざ
ら
と
黄
金
が
床
に
こ
ぼ
れ
る
。
じ
っ
と
そ
れ
を
見
っ
め

て
い
る
。
あ
た
り
が
急
速
に
暗
く
な
っ
て
、
っ
う
の
姿
と
黄
金
の
み
が
光
の
輸

の
中
に
残
る
。
」

　
こ
こ
が
劇
の
最
高
潮
で
あ
る
。
そ
し
て
山
本
安
英
の
演
技
の
高
ま
り
と
も
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
黄
金
が
ざ
ら
ざ
ら
と
床
に
こ
ぼ
れ
る
と
き
、
観
客
は
っ
う
と

同
じ
よ
う
に
驚
き
動
転
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
郭
沫
若
は
「
夕
鶴
」
の
た
め
に
詩
を
つ
く
っ
た
。

六
六

　
　
「
夕
鶴
」

　
　
幽
玄
情
黙
黙
、
温
暖
意
融
融
。

　
　
雪
圧
羽
衣
重
、
口
吹
炭
火
紅
。

　
　
一
朝
来
市
檜
、
挙
室
変
牢
籠
。

　
　
別
尋
新
世
界
、
振
翻
入
雲
中
。

　
「
幽
玄
の
情
は
黙
黙
、
温
暖
の
意
は
融
融
。
雪
は
羽
衣
を
圧
し
て
重
く
、
口

は
炭
火
を
吹
い
て
紅
し
。
一
朝
市
俺
（
し
か
い
）
来
れ
ば
、
室
を
挙
げ
て
牢
籠

に
変
ず
。
別
に
新
世
界
を
尋
ね
、
翻
（
は
ね
）
を
振
っ
て
雲
中
に
入
る
。
」

　
中
国
で
は
、
二
度
、
木
下
順
二
の
作
品
が
翻
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
一
九

六
三
年
に
中
国
作
家
出
版
社
か
ら
「
民
話
劇
」
が
出
版
さ
れ
、
一
九
八
○
年
に

外
国
文
学
出
版
社
か
ら
「
木
下
順
二
戯
曲
集
」
が
出
版
さ
れ
た
。
「
木
下
順
二

戯
曲
集
」
に
も
全
部
民
話
劇
を
収
め
る
の
で
、
中
国
に
知
ら
れ
て
い
る
木
下
順

二
の
作
品
は
民
話
劇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
で
、
中
国
の

評
論
は
木
下
順
二
の
現
代
劇
に
ふ
れ
な
い
。

　
木
下
順
二
お
よ
び
木
下
順
二
の
作
品
に
つ
い
て
、
中
国
人
は
ど
う
見
て
い
る

の
か
、
中
国
の
評
論
を
読
ん
で
、
ま
と
め
た
こ
と
は
っ
ぎ
の
六
っ
で
あ
る
。

　
¢
木
下
順
二
は
独
特
な
性
格
を
持
つ
劇
作
家
で
あ
る
。
木
下
順
二
は
民
話
、

伝
説
に
興
味
を
持
ち
、
昔
話
を
素
材
に
し
て
作
っ
た
作
品
は
多
い
の
で
あ
る
。

彼
は
下
層
社
会
の
人
を
作
品
の
主
人
公
に
し
て
、
民
衆
と
労
働
を
ほ
め
た
た
え

て
、
悪
勢
力
を
酷
評
す
る
。
木
下
順
二
は
そ
の
創
作
活
動
に
お
い
て
、
民
話
劇



に
柵
当
な
力
を
注
い
だ
こ
民
話
劇
は
木
下
順
二
の
戯
曲
創
作
の
中
に
重
要
な
地

位
を
占
め
る
、
彼
の
す
ぐ
れ
た
民
話
劇
の
創
作
に
よ
っ
て
、
木
下
順
二
は
日
本

と
世
界
の
演
劇
界
に
お
い
て
、
独
自
の
風
格
を
そ
な
え
る
劇
作
家
に
な
っ
た
。

　
　
木
下
順
二
は
一
九
五
五
年
か
ら
何
度
も
中
国
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。

中
日
両
国
人
民
の
友
好
と
中
日
両
国
の
文
化
交
流
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
一
九

五
七
年
作
っ
た
民
話
劇
「
お
ん
に
ょ
ろ
盛
衰
記
」
は
中
日
文
化
交
流
の
結
晶
と

見
ら
れ
る
。

　
　
木
下
順
二
の
民
話
劇
の
ほ
と
ん
ど
の
主
題
は
「
悪
を
戒
め
、
善
を
ほ
め
た

た
え
る
こ
と
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
一
彼
の
民
話
劇
に
お
い
て
、
単
な
る
、

世
の
な
ご
み
楽
し
み
、
あ
る
い
は
民
俗
、
風
習
を
表
現
す
る
作
品
は
極
め
て
少

な
い
、
っ
ま
り
、
昔
話
、
伝
説
な
ど
を
そ
の
ま
ま
舞
台
化
す
る
だ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
い
つ
も
民
話
劇
の
創
作
に
深
い
意
味
が
寓
せ
ら
れ
て
、
積
極
的
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
。

　
¢
木
下
順
二
の
民
話
劇
の
、
芸
術
形
式
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
は
、
き
ま
っ

た
形
式
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
形
式
は
自
由
で
、
内
容
と
主

題
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
か
わ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
木
下
順
二
の
代
表
作
品

「
夕
鶴
」
は
一
幕
物
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
容
が
豊
富
で
あ
る
し
、
時
問
も
な

が
い
。
全
部
の
筋
は
夕
方
、
深
夜
、
夜
明
け
、
昼
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
分
け

て
、
別
々
に
各
自
の
筋
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
セ
ッ
ト
は
一
っ
だ
け
で
あ

る
。
事
件
の
経
過
は
全
部
こ
こ
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
一
切
の
行
動
は
皆
集

　
　
　
　
木
下
順
二
と
中
国

中
し
て
こ
の
セ
ッ
ト
の
前
に
展
開
す
る
。
こ
れ
は
戯
曲
の
場
面
集
中
の
特
徴
に

合
致
す
る
と
同
時
に
、
「
夕
鶴
」
の
内
容
に
要
求
さ
れ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
木
下
順
二
の
民
話
劇
の
セ
リ
フ
は
独
特
な
方
言
で
、
通
俗
的
で
あ
る
。
戯

曲
の
こ
と
ば
は
劇
に
お
い
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
戯
典
言
語
は
よ
く

練
れ
て
、
通
俗
的
、
簡
単
明
瞭
さ
が
必
要
で
あ
る
し
、
個
性
に
富
む
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
木
下
順
二
の
民
話
劇
の
セ
リ
フ
は
、
こ
う
い
う
特
徴
を
充
分
持
っ

て
い
る
。

　
　
木
下
順
二
の
民
話
劇
は
プ
ロ
ツ
ト
が
簡
単
で
、
あ
き
ら
か
で
、
っ
ね
に
主

題
を
巡
っ
て
、
一
筋
の
プ
ロ
ッ
ト
で
展
開
さ
れ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
の
展
開
は
き
ち

ん
と
し
て
、
枝
葉
の
問
題
を
派
生
さ
せ
な
い
。
「
夕
鶴
」
は
こ
の
点
で
非
常
に

目
立
っ
て
い
る
。
「
夕
鶴
」
は
多
幕
物
に
な
る
可
能
性
が
充
分
に
あ
る
。
「
与
ひ

ょ
う
が
鶴
を
救
う
」
、
「
鶴
が
っ
う
に
化
け
る
」
、
「
二
人
が
愛
し
あ
う
」
、
「
結

婚
」
な
ど
は
独
立
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
簡
単
な
プ
ロ
ッ

ト
に
豊
富
な
内
容
を
与
え
る
こ
と
は
木
下
順
二
の
民
話
劇
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
。　

注
　
○
木
下
順
二
の
四
度
の
訪
中
の
う
ち
、
三
回
が
日
中
国
交
正
常
化
の
前
な
の
で
、
い

　
　
ろ
い
ろ
の
事
情
で
中
国
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
詳
し
く
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
集
め

　
　
ら
れ
る
限
り
の
資
料
を
整
理
し
て
、
紹
介
す
る
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
直
行
で
き
な
か
っ
た
。
香
港
経
由
で
北
京
に
着
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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「
戯
劇
報
」
一
九
六
〇
年
第
一
八
号
。

　
中
央
戯
劇
学
院
、
新
劇
専
門
の
演
劇
学
校
。

　
中
国
戯
曲
学
院
、
古
典
劇
専
門
の
演
劇
学
校
。

　
「
人
民
日
報
」
一
九
六
〇
年
十
月
五
日
。

　
田
漢
の
文
章
で
は
子
供
役
は
北
京
舞
踏
学
校
の
生
徒
、
山
本
安
英
の
文
章
で
は
子

供
役
は
北
京
演
劇
学
校
の
生
徒
。

　
「
光
明
日
報
」
一
九
六
〇
年
十
月
四
日
。

　
馬
少
波
の
引
用
は
中
国
語
で
訳
し
て
書
い
て
あ
る
、
こ
こ
で
原
作
の
文
章
を
引
用

し
た
。

　
本
稿
は
、
本
学
大
学
院
修
士
課
程
を
一
九
八
八
年
三
月
に
終
了
し
た
時
の
修
士
論

文
の
前
半
の
一
部
で
あ
る
。
中
国
側
で
の
資
科
は
ま
だ
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
特
に
、
資
科
的
な
部
分
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。
　
　
　
　
　
向
井
　
芳
樹

六
八


	木下順二と中国

